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１．天候インデックス保険の必要性  

気象災害の経済損失と保険損害の推移 

2005年の米国ハリケーン・カトリーナ、2011年のタイ大洪水、2012年の米国ハリケーン・サンディなど、世界各地で異常気象
によると言われる経済損失・保険損害が増加する傾向にあり、地球温暖化が進行すれば、極端な異常気象による損害が
更に増加すると言われています。 
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１．天候インデックス保険の必要性  

東南アジアにおける農業 

農業生産額がGDPに占める割合（2013年） 

出典：国連（United Nations Statistics Division） 

順位 国名 割合(%)
18 カンボジア 33.5

19 ミャンマー 33.2

54 ベトナム 18.4

55 インド 18.2

73 インドネシア 14.4

79 フィリピン 11.2

89 タイ 9.9

91 マレーシア 9.4

158 オーストラリア 2.4

187 日本 1.2

211 シンガポール 0.0

世界計 4.5

人口に占める農村人口の割合（2010） 

国名 人口（千人） 割合(%)
カンボジア 15,053 77.2

ベトナム 89,029 71.2

インド 1,214,464 69.9

ミャンマー 50,496 66.1

タイ 68,139 66.0

インドネシア 232,517 46.3

フィリピン 93,617 33.6

日本 126,995 33.2

マレーシア 27,914 27.8

オーストラリア 21,512 10.9

シンガポール 4,837 0.0

世界計 6,908,685 49.4

出典：世界食料農業白書2010-11 

  今後、気候変動に伴い干ばつや洪水等の極端な気象災害が増加すると予測されている。 

  農業は、気候変動に伴う気象災害に最も影響を受けやすい産業の一つ。 
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２．天候インデックス保険の特長  

 天候インデックス保険とは、極端な気象現象によって被る、収益減少・費用増大の損害に 
  対応する保険です。 

 
 収益減少・費用増大と関係がある気象条件（気温、風、降水量、積雪深、日照時間等）の

インデックスを定めます。 
 

 上記のインデックスが、事前に定めた条件を満たした場合に、あらかじめ定めた保険金額を 
  お支払いします。 

 
 お支払いを受ける際、通常の保険とは異なり、事故と損害の因果関係、実際の損害額 
  （収益減少額、費用増大額）を証明いただく必要はありません。 
  （事故の調査を必要としません。） 

天候インデックス保険の概要 

なお、これらの特長をそなえた商品は、国内においては
天候デリバティブとして提供させていただいております。 
 
（右記は農業法人のご契約例） 
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２．天候インデックス保険の特長  

天候インデックス保険 一般的な農業保険 

概要 事前に約定した天候指標の条件に従い、定額の保険
金を支払うもの 

様々な原因による収穫量の減少に伴う収入減少を補
償するもの 

支払要件 実際の天候指標が事前に約定した天候指標の要件を
満たすこと 

損害（収穫/収入減少）の発生 

トリガー 天候不順 天候不順、病虫害など 

実損/定額 定額支払 実損てん補 

ベーシスリスク※1 あり なし 

支払の迅速性 迅速支払 損害査定完了後の支払 

事故の対応態勢 態勢構築が軽微 公正・迅速に対応する態勢構築の負担が大きい 

モラルリスク※2 なし あり（不熱心な生産活動を惹起するおそれ） 

※１：ベーシスリスク ： 実際の損害額と保険l金の支払額の間に差が生じること 
※２：モラルリスク   ： 保険金の不正取得を目的とする道徳的危険 

新興国においては、特に以下の点が小規模な農家の有効であると評価されています。 
①保険金支払の迅速性  ②有無責のわかりやすさ ③モラルリスクの排除   

農業分野における天候インデックス保険の特長 
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３．天候インデックス保険の開発・販売の事例 （タイ） 
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Pictures: Embassy  of Thailand website, etc. 

農家の収入 
が減少 

タイの東北部では、天水農法で稲作を行っており、異常気象で雨季の降水量が少ない干ばつの年は、農家の収穫量と 
収入が減少します。 
 
当社グループは、異常気象（気候変動）への適応策として、 稲作農家を対象にした干ばつに伴う収入減少を補償する 
天候インデックス保険を2010年から販売を開始しました。 

耕運 移植 開花 収穫   播種  

＜タイ東北部の地図＞ ＜稲作サイクル＞ 

https://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/e/e1/Thailand_Isan.png 
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2014年12月末に、一般財団法人リモート・センシング技術センター（RESTEC）と共同で、人工衛星データを活用した
ミャンマーにおける天候インデックス保険商品を開発したことを発表しました。 

天候インデックス保険の概要 

ゴマ 

米 

(引用元：http://en.wikipedia.org/wiki/Burma) 

３．天候インデックス保険の開発・販売の事例 （ミャンマー） 

天候インデックス保険の概要  
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３．天候インデックス保険の開発・販売の事例  

対象：稲作農家 
リスク：干ばつ 対象：バナナ生産者 

リスク：台風 

対象：稲作農家 
リスク：干ばつ 

現地調査中 

販売に向けて準備中 

販売中（2010～） 

販売中（2014～） 

対象：稲作・ゴマ農家 
リスク：干ばつ 
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国際的枠組み 

支援 

保険モデル 
構築支援 

支援 
 ・保険制度育成 
 ・気象データ整備 支援 

資金供給/リスク引受 

リスク 
移転 

リスク 
移転 

保険 
付保 

     第2ステップ      第3ステップ 第1ステップ 

対象地域・作物･リスクを限定し、 
実施可能な範囲で保険・デリバ
ティブ商品を提供する段階 
 

対象となる地域・作物・リスクを 
広げて加入者層を拡大し、 
保険会社が再保険契約により 
リスクの外部移転をはかる段階 

複数国を対象とし、国際機関等
を通じてリスク分散の効率化をは
かる段階 
 

途上国 
保険会社 

４．天候インデックス保険の将来像 

リスク分散/ 
仲介機能 

技術支援 
機能 
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さいごに 

天候インデックス保険の開発、普及に効果的である支援は、以下の通りと考えます。 

① 開発費用に対する資金支援 

② 気象観測インフラ整備支援 

③ 現地国当局、関係機関とのネットワーキング 

④ 普及フェーズでの財政支援（保険料補助、再保険など） 
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